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医
学
的
な
痛
み
は
大
き

く
分
け
て
三
つ
あ
り
ま

す
。
腰
痛
や
関
節
痛
な
ど

の
高
齢
者
に
多
い
痛
み
。

が
ん
病
巣
が
原
因
と
な
っ

て
起
こ
る
が
ん
性
の
痛

み
。
最
後
に
帯
状
疱
疹
に

よ
る
痛
み
の
よ
う
に
、
患

者
さ
ま
の
生
活
の
質
を
著

し
く
低
下
さ
せ
て
し
ま
う

慢
性
的
な
痛
み
で
す
。

痛
み
は
血
液
検
査
や
超

音
波
な
ど
の
検
査
で
は
と

ら
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。ど
の
よ
う
な
痛
み
で
、

ど
の
程
度
の
痛
み
な
の
か

も
患
者
さ
ま
の
主
観
で
、

客
観
的
な
評
価
は
難
し
い

の
が
現
実
で
す
。

痛
み
の
原
因
も
あ
る
程

度
は
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
が
、
原
因
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
よ
く

糖
尿
病
は
、
膵
臓

す
い
ぞ
う

内
の

ラ
ン
ゲ
ル
ハ
ン
ス
島
（
以

下
、
膵
島
）
に
あ
る
イ
ン

ス
リ
ン
を
分
泌
す
る
細
胞

が
自
己
免
疫
に
よ
り
障
害

を
受
け
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
機
能
が
完
全
に
な
く

な
る
1
型
と
、
い
わ
ゆ
る

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
原

因
が
わ
か
っ
て
も
、
ど
う

し
て
、
痛
み
が
起
こ
る
の

か
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
解
明

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

痛
み
の
治
療
に
つ
い
て

も
、
鎮
痛
薬
な
ど
に
よ
る

薬
物
療
法
。
痛
み
を
伝
達

す
る
神
経
を
麻
酔
薬
で
一

時
的
に
麻
痺
さ
せ
て
し
ま

う
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
。
が
ん

に
よ
る
痛
み
は
主
に
モ
ル

ヒ
ネ
の
投
与
で
抑
え
て
い

ま
す
。
慢
性
的
な
痛
み
に

多
い
の
で
す
が
、
ど
う
し

て
も
、
抑
え
る
こ
と
の
で

き
な
い
痛
み
に
つ
い
て

は
、
生
活
の
質
を
保
ち
な

が
ら
痛
み
と
共
存
で
き
る

よ
う
に
心
理
学
的
な
治
療

法
、
認
知
行
動
療
法
な
ど

を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
痛
み
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
阪
大
病

院
で
は
、
腰
痛
な
ら
整
形

外
科
、
が
ん
性
の
痛
み
は

麻
酔
科
医
や
精
神
科
医
ら

で
構
成
さ
れ
て
い
る
院
内

の
緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
が
、

慢
性
的
な
痛
み
は
ペ
イ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
や
脳
神
経
外

科
、
精
神
神
経
科
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
診
て
き
ま

し
た
。

基
本
的
に
は
患
者
さ
ま

が
最
初
に
受
診
さ
れ
た
診

療
科
が
診
断
、
治
療
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
治
療
に

つ
い
て
は
、
痛
み
の
専
門

痛
み
は
治
療
に
よ
っ
て
完
全
に
な
く
す
こ
と
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。
阪
大
病
院
で
は
、
患
者
さ
ま
の

痛
み
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
診
療
科
の
枠
を
超
え
て
総
合
的
に
診
療
、
治
療
、
研

究
を
行
う
疼
痛

と
う
つ
う

医
療
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

の
み
な
ら
ず
家
族
へ
の
負

担
も
大
き
な
疾
患
で
す
。

1
型
糖
尿
病
に
対
す
る

根
治
療
法
と
し
て
、
阪
大

病
院
で
は
脳
死
ま
た
は
心

停
止
下
で
の
膵
臓（
腎
臓
）

移
植
の
施
設
認
定
を
い
ち

早
く
受
け
、
2
0
0
0
年

の
本
邦
第
一
例
目
の
脳
死

下
膵
腎
同
時
移
植
に
成
功

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
9

例
の
患
者
さ
ん
に
対
し
膵

（
腎
）
移
植
（
1
例
の
生

体
膵
・
腎
移
植
を
含
む
）

を
行
い
、
社
会
復
帰
を
可

能
に
す
る
な
ど
良
好
な
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
心
停
止
ド

ナ
ー
（
臓
器
提
供
者
）
の

膵
臓
よ
り
膵
島
の
み
分
離

し
、
門
脈
内
に
点
滴
移
植

す
る
新
し
い
糖
尿
病
根
治

療
法
、「
膵
島
移
植
」（
図

参
照
）
の
実
施
施
設
と
し

て
新
た
に
認
定
を
受
け
、

生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る

2
型
に
大
き
く
分
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

中
で
も
1
型
糖
尿
病

は
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
難
し
く
、
糖
尿
病
性
腎

症
、
糖
尿
病
性
網
膜
症
を

併
発
し
、
患
者
さ
ま
本
人

ク
ラ
ブ
の
第
１
次
会
員
募

集
が
10
月
2
日
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
大
阪
大
学

中
之
島
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

市
北
区
中
之
島
）
８
階
に

あ
り
ま
す
。
月
〜
金
曜
日

の
10
時
〜
12
時
、
13
時
〜

15
時
に
利
用
で
き
（
当
分

は
午
後
の
み
）、
行
事
の

あ
る
時
は
土
曜
日
も
オ
ー

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

診
断
・
治
療
を
目
的
に

し
た
医
療
行
為
は
せ
ず

に
、
健
康
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
を
受
け
、
健

康
に
暮
ら
す
た
め
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
相
談

時
間
は
約
20
分
を
と
っ
て

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、

専
門
医
を
紹
介
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
会
員
の
た
め
の

ヘ
ル
ス
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー
を

開
き
、
最
新
の
健
康
情
報

を
お
伝
え
し
ま
す
。

会
員
の
資
格
は
今
の
と

こ
ろ
、
大
阪
大
学
の
関
係

者
に
限
定
し
て
い
ま
す
。

第
１
次
会
員
の
募
集
は
3

5
0
人
。
相
談
、
セ
ミ
ナ

ー
合
わ
せ
て
５
回
受
け
る

こ
と
の
で
き
る
プ
リ
ペ
イ

ド
チ
ケ
ッ
ト
が
3
1
5
0

0
円
、
会
員
証
発
行
料
が

1
5
0
0
円
で
す
。
問
い

合
わ
せ
は
06
│
6
4
4
4

│
2
1
4
0
へ
。

大
阪
大
学
医
学
部
と
歯

学
部
の
各
附
属
病
院
の
現

役
医
師
に
健
康
相
談
が
で

き
る
中
之
島
ヘ
ル
ス
ケ
ア

各科から集まってのカンファレンス「痛みについての勉強会」

2006年４月の診療報酬は、3.16%の引き下げという大
幅なマイナス改定が実施されました。しかし、看護職員
配置は12年ぶりに引き上げられ、手厚い看護をした際の
入院基本料として、「７対１」の看護職員配置が新設さ
れました。
「７対１」というのは、平均して入院患者さま7人に

対し看護職員1人が実際に勤務していることを意味して
います。この基準は一般病床全体で満たせばよいことに
なっており、実際には入院患者さまの重症度や看護必要
度などにより病棟ごとに傾斜配置することになります。

現在、阪大病院の入院基本料は「10対１」で、各勤務
帯の平均看護職員数は、各病棟に掲示している通りです。
しかし、高度先進医療、移植医療を実施する当院におい
て、患者さま本位の安全で質の高い看護を提供するには、
いうまでもなく人員が必要です。

すべての病棟に看護職員を増員し、特定機能病院とし
ての機能を維持するために、また、昼夜を問わずより安
全で安心な医療が提供できるように、加えて看護の質向
上に欠かせない看護職員の定着を促進する上でも「７対
１」看護の取得は、現在、病院にとって大きな課題の一
つです。
より手厚い看護のできる「７対１」とするために、

180人の看護職員確保を目指しており、2007年４月実現
に向けて、荻原病院長を中心に全職員一丸となって看護
職員確保に全力で取り組んでいます。

第
１
次
会
員
を
募
集

中
之
島
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ク
ラ
ブ

2
0
0
7
年
4
月
か
ら
未

来
医
療
セ
ン
タ
ー
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
阪
大
病
院
で
は

膵
臓
移
植
と
膵
島
移
植
を

両
輪
と
し
て
、
糖
尿
病
根

治
に
向
け
、
新
た
な
展
望

を
切
り
開
い
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

膵
臓
移
植
、
膵
島
移
植

に
関
す
る
質
問
は
、
本
院

外
科
の
伊
藤
壽
記
、
種
村

匡
弘
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。（
T
E
L：

06
│
6

8
7
9
│
3
1
5
3
）。

分
野
で
あ
る
麻
酔
科
を
は

じ
め
、
他
の
診
療
科
と
連

携
す
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
総
合
的
に
診
断
、
治

療
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

原
因
が
多
岐
に
わ
た

り
、
治
療
法
も
確
立
し
て

い
な
い
痛
み
は
、
一
科
だ

け
で
対
応
し
て
い
る
よ

り
、
痛
み
の
診
断
、
治
療

を
行
っ
て
い
る
他
科
と
協

力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
よ
い
診
療
が
で
き
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま

す
。そ

の
よ
う
な
考
え
に
よ

り
、
麻
酔
科
、
整
形
外
科
、

脳
神
経
外
科
や
精
神
神
経

科
な
ど
こ
れ
ま
で
痛
み
診

療
に
力
を
入
れ
て
き
た
診

療
科
だ
け
で
な
く
、
薬
剤

部
、
神
経
内
科
、
放
射
線

治
療
科
や
漢
方
医
学
科
な

ど
と
も
連
携
し
て
診
療
を

行
う
疼
痛
医
療
セ
ン
タ
ー

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
月
２

回
、
各
科
が
担
当
し
て
い

る
患
者
さ
ま
の
症
例
の
検

討
会
を
開
い
て
、
診
断
や

治
療
法
、
経
過
、
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者

ら
が
多
角
的
に
意
見
を
述

べ
ま
す
。
そ
の
意
見
に
基

づ
き
、
改
善
す
べ
き
点
や

他
の
患
者
さ
ま
に
も
応
用

で
き
な
い
か
な
ど
を
考
え

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
痛
み
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
も
開
き
、
痛

み
に
関
し
て
共
通
の
認
識

を
持
つ
と
と
も
に
、
最
新

情
報
を
交
換
し
て
、
各
科

の
痛
み
に
対
す
る
取
り
組

み
を
活
性
化
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
真
下
節
セ
ン
タ
ー

長
は
「
将
来
的
に
は
痛
み

を
総
合
的
に
診
療
、教
育
、

研
究
で
き
る
日
本
の
拠
点

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
、
話
し
て

い
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
生
活
の
質
　
高
め
る
た
め
に

疼
痛
医
療
セ
ン
タ
ー
が
発
足

「痛み」に各科連携し対処

「7対1」看護の実現に向けて 「7対1」看護の実現に向けて 

すべての病棟で増員目指す すべての病棟で増員目指す 

膵臓より内分泌組織である膵島のみを分離し、インスリン
依存型糖尿病患者（IDDM、Type I）に移植することで、
糖代謝の改善を達成する治療。

糖
尿
病
根
治
目
指
し

膵
島
移
植
の
施
設
認
定

ドナー レシピエント
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破
壊
し
た
り
、
炎
症
を
起

こ
し
た
り
す
る
免
疫
関
連

物
質
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
な
か
で
も
、

Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
や
Ｉ
Ｌ
―
６

は
関
節
リ
ウ
マ
チ
だ
け
で

な
く
、
他
の
膠
原
病
の
発

症
と
進
行
に
関
連
し
て
い

る
こ
と
も
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
物

質
の
働
き
を
阻
止
す
る
生

物
学
的
製
剤
と
呼
ば
れ
る

薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま

す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は

Ｔ
Ｎ
Ｆ
―
α
阻
害
剤
の
レ

ミ
ケ
ー
ド
、
エ
ン
ブ
レ
ル

が
厚
生
労
働
省
か
ら
認
可

さ
れ
て
お
り
、
抗
リ
ウ
マ

チ
薬
と
の
併
用
で
、
関
節

炎
や
軟
骨
、
骨
の
変
形
を

抑
制
す
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
他
の
膠
原

病
へ
の
応
用
も
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

当
科
で
は
、
こ
れ
ら
の

薬
に
加
え
、
岸
本
忠
三
・

前
阪
大
総
長
が
中
心
と
な

り
開
発
し
た
、
ヒ
ト
型
抗

Ｉ
Ｌ
―
６
受
容
体
抗
体

（
Ｍ
Ｒ
Ａ
）
の
治
験
を
行

っ
て
い
ま
す
。
最
終
段
階

に
入
っ
て
お
り
、
副
作
用

も
少
な
く
、
関
節
炎
や
軟

骨
、
骨
の
変
形
を
明
ら
か

に
抑
制
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
つ
つ
あ
り
、
新
薬
と

し
て
認
可
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
て
は
、
阪
大
で
開
発
さ

れ
た
新
薬
の
治
験
が
最
終

段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

膠
原
病
は
体
の
外
部
か

ら
入
っ
て
き
た
異
物
を
攻

撃
す
る
免
疫
が
自
分
の
組

織
や
臓
器
を
攻
撃
し
て
し

ま
う
こ
と
に
よ
り
起
こ
る

病
気
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
や

全
身
性
エ
リ

テ
マ
ト
ー
デ

ス
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
ま

す
。
膠
原
病

の
治
療
に
は

ス
テ
ロ
イ
ド

剤
や
免
疫
抑

制
剤
が
使
わ

れ
ま
す
が
、

完
治
さ
せ
る

の
が
難
し
い

の
が
現
状
で

す
。し

か
し
、

関
節
リ
ウ
マ

チ
に
つ
い
て

は
、
関
節
を

阪
大
病
院
の
臨
床
検
査

部
は
患
者
さ
ま
の
病
気
を

診
断
す
る
目
安
と
な
る
血

液
検
査
な
ど
を
行
う
だ
け

で
な
く
、
医
療
の
質
と
安

全
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

感
染
症
に
対
し
て
も
監
視

の
目
を
光
ら
せ
て
い
ま

す
。臨

床
検
査
部
で
は
、
最

新
の
検
査
機
器
を
そ
ろ

え
、
１
年
間
に
外
来
、
入

院
合
わ
せ
て
４
０
０
万
件

を
超
え
る
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

患
者
さ
ま
の
病
気
診
断

の
た
め
の
検
査
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
臨
床
検
査
部

の
役
割
と
し
て
、
患
者
さ

ま
の
健
康
を
守
り
、
院
内

で
の
感
染
を
な
く
す
た
め

の
検
査
も
重
要
で
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
な
ど
耐
性
菌

が
院
内
に
ま
ん
延
す
る

と
、
体
力
の
弱
っ
た
患
者

さ
ま
が
感
染
し
て
、
重
篤

な
状
況
に
陥
り
、
悪
く
す

る
と
生
命
に
危
険
が
及
ぶ

な
ど
大
変
な
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

臨
床
検
査
部
で
は
患
者

さ
ま
が
耐
性
菌
を
持
っ
て

お
ら
れ
な
い
か
ど
う
か
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
手
術
場
や
病

棟
な
ど
も
検
査
を
し
て
い

ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ
は
も
ち

医
師
法
の
改
正
に
伴
っ

て
２
０
０
４
年
か
ら
新
医

師
臨
床
研
修
制
度
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。
新
卒
医

師
の
臨
床
研
修
は
、内
科
、

外
科
、
小
児
科
、
産
婦
人

科
、
精
神
科
、
麻
酔
科
、

救
命
救
急
部
を
基
本
必
須

科
と
す
る
「
ス
ー
パ
ー
ロ

ー
テ
ー
ト
方
式
」
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
研
修
シ
ス

講
習
会
」
を
開
き
、
新
た

に
26
人
の
臨
床
研
修
指
導

医
を
誕
生
さ
せ
、
こ
れ
ま

で
合
計
で
１
３
０
人
の
指

導
医
を
養
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

26
人
の
参
加
者
に
は
臨

床
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
・
プ
ラ
ニ
ン
グ
を
実
際

に
体
験
し
て
も
ら
い
教
育

の
基
本
理
論
を
習
得
、
さ

ら
に
阪
大
初
期
研
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
問
題
点
な
ど
に

つ
い
て
熱
い
デ
イ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
タ
ス

ク
フ
ォ
ー
ス
、
参
加
者
全

員
で
有
意
義
な
時
間
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
本
来
の

目
的
で
あ
る
「
個
を
越
え

た
つ
な
が
り
の
回
復
」
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

ろ
ん
重
要
視
さ
れ
て
い
る

８
種
類
の
耐
性
菌
を
迅
速

に
判
定
で
き
る
検
査
体
制

を
備
え
て
い
ま
す
。

血
液
な
ど
の
重
要
な
材

料
か
ら
耐
性
菌
が
検
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ

う
に
対
処
す
る
か
の
説
明

も
付
け
て
主
治
医
に
迅
速

に
知
ら
せ
感
染
の
広
が
り

を
未
然
に
防
ぐ
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
か

ら
患
者
さ
ま
へ
の
病
気
の

伝
播
を
防
ぐ
た
め
病
院
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
含
め
職
員

全
員
の
麻
疹
、
風
疹
、
水

痘
、
ム
ン
プ
ス
（
お
た
ふ

く
）
や
Ｂ
型
肝
炎
な
ど
の

抗
体
測
定
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
採
血
室
で

は
マ
ス
ク
と
手
袋
を
用
い

た
標
準
予
防
策
を
早
期
よ

り
導
入
し
、
針
刺
し
事
故

対
策
も
、
24
時
間
体
制
で

検
査
を
行
い
、
感
染
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
阪
大
病

院
の
臨
床
検
査
部
は
医
療

の
質
と
安
全
を
確
保
す
る

縁
の
下
の
力
持
ち
な
の
で

す
。

テ
ム
で
は
各
診
療
科
３
カ

月
と
い
う
短
い
期
間
で
研

修
医
が
到
達
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る

必
要
が
あ
り
、
研
修
医
を

指
導
す
る
指
導
医
の
役
割

が
非
常
に
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

阪
大
病
院
で
は
今
年
９

月
に
１
泊
２
日
で
「
第
４

回
臨
床
研
修
指
導
医
養
成

阪
大
病
院
の
免
疫
・
ア

レ
ル
ギ
ー
内
科
は
治
す
の

が
難
し
い
膠
原
病
や
国
民

病
と
も
な
っ
て
い
る
ア
レ

ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
診

断
、
最
新
の
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
に
膠
原
病

の
な
か
で
も
患
者
さ
ま
の

多
い
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ

インターンシップは、学生が自らの専攻、将来
のキャリアに関連して一定期間の実地訓練を行う
制度をいい、看護部では、医学部保健学科の看護
学生を対象に初めて取り組みました。
インターンシップの意義を①当院の機能や看護

師・助産師の役割を知ってもらう②学生を受け入
れることにより職場の活性化や改善につなげる③
学生の就業動機を理解することによって、採用計
画に生かす、とし、今年７月31日～９月１日の間、
１クール１週間のサイクルで放射線部、外来を除
くすべての部署で受け入れました。
参加人数は26人（延べ29人）でした。経験豊富

な看護師１人に１人の学生がつき、患者さまのご
理解とご協力を得て看護ケアや診療補助に参加し
ました。

大阪府では、21世紀の高
齢化社会を支えるため、助
け合いの心を育み、看護の
明るいイメージづくりを目
的に、高校生の「一日看護
師体験」が1991年から始ま
り、阪大病院では今年7月
に初めて受け入れました。
大阪府立守口東高校より11人、大阪府立箕面高

校より７人の計18人が参加しました。午前中、病
棟で、清拭や足浴、洗髪、更衣介助、車椅子介助、
血圧測定、検温、配膳、新生児だっこなどを、患
者さまのご理解とご協力をいただき、指導看護師
と一緒に行いました。

安心、安全な医療の実践、
優れた医療人の育成のために、
研修医、看護師らの病院職員、
医学部学生らが心肺蘇生など
の医療手技が訓練できるシミ
ュレーションルームが外来棟
４階に設置されました。
シミュレーションルームは

病室をそっくり再現し、実際の治療現場に居る感
覚で訓練が行えるようになっています。ベッドに
は不整脈などの病態が再現できる人体そっくりの
シミュレーターが設置されています。静脈、動脈
注射の仕方、胸腔などから胸水などを抜く技術、
心肺蘇生、気管挿管、除細動、看護に伴うさまざ
まな診察、ケア、処置などの訓練ができます。

患者さまからのご意見をもとに、各診療科外来
における待ち時間について、予約時間及び受付時
間からの待ち時間調査を、2005年２月、７月、９
月と2006年６月に実施しました。その結果、予約
時間及び受付時間から最短の待ち時間は17分で、
一番長い待ち時間は２時間23分でした。
調査結果をもとに待ち時間の長い各診療科長が

改善策を検討。企画推進室会議において対策を考
え、待ち時間の短縮に向け努力していきます。

阪大病院を広く市民の
皆様に知っていただくた
めに、昨年度から病院見
学会を実施しており、今
年は９月29日に行いまし
た。７人の参加があり、
日ごろ目にされない病院の裏方の仕事や外部者の
方には立ち入れないエリアの見学も行い、大学病
院を身近に感じていただきました。

外来棟エントランスホ
ールで、７月18日から２
カ月間、アマチュア写真
家でもある患者さまの橋
田尚夫氏のご協力によ
り、「癒しの写真展」を

開催することが出来ました。見事な丹頂鶴の写真
で、外来患者さまも待ち時間の合間にご覧になり、
多くの貴重な御意見を寄せていただきました。10
月は国立文楽劇場のご厚意により文楽パネル展を
開催しております。

本院では、これまで種類別に文書料を定めてい
ましたが、10月１日から本院所定の様式と所定外
の様式の２種類の区分といたしました。つきまし
ては、10月１日から文書料を次のように改めます
のでお知らせします。
○本院所定の様式のもの　・・・　2,100円
○本院所定外の様式のもの・・・　5,250円

病院見学会を開催

展示コーナーで癒しを

文書料の改定について

高校生が１日看護師体験

看護学専攻学生がインターンシップ

シミュレーションルームを設置

待ち時間短縮に向け調査

関
節
リ
ウ
マ
チ
も
新
薬
の
登
場
で
関
節

の
変
形
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

免
疫
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内
科

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
新
薬
治
験

感染症に強力な
監視の目

臨床検査部

ボードで囲いプライバシーに配慮した採血室

健康食品やサプリメントなどを利用される患
者さまが増えています。しかし、実際にどのよ
うな効果や副作用があるのかはあまり知られ
ていません。阪大病院では、今年７月から全国
の大学病院に先駆けて、患者さまが健康食品
などを利用する際の相談窓口と臨床試験の窓
口となる補完医療外来を開設しました。
補完医療は現在、行われている医療に健康

食品などをプラスして、患者さまの生活の質
を向上させたり、治療効果を上げたりしよう
とする医療です。また、代替医療という言葉
もあります。代替医療は通常の医療をやめて、
サプリメントや民間療法などを行うことを指
しています。補完医療の対象となる病気はが
んや糖尿病、肥満、高血圧などの生活習慣病、
アトピー性皮膚炎などのアレルギー疾患から
感染症まで幅広い領域にわたります。外来担
当の伊藤壽記教授は「臨床試験などを通して、
補完代替医療の科学的根拠を明らかにして、
現在の医療に生かせるようにしていきたい」
と、抱負を語っています。
外来の開設日時は毎週月曜日と木曜日の午

後１時から３時半。自由診療で30分、１万５
千円。完全予約制で予約は06-6879-3498。

阪
大
医
師
は
臨
床

研
修
医
の
良
き
伴
走
者

健康食品の相談窓口に
補完医療外来を新設


